
 
冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 
「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 
ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 
 

令和２年度第４回理事会議事録要旨 
 

 
一般社団法人日本機械土工協会 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

１ 開会の日時および場所 

 日 時 令和３年３月１５日（月） 

１３：３０～１５:３０ 

 場 所 (一社)日本機械土工協会 

６Ｆ会議室 

 

２ 理事の現在数及び出席者数 

  理事現在数１８名 本人出席者数 １３名 
           代理出席者数  ２名 
           委任出席者数  ３名 

 

３ 出席・欠席者（（代）代理出席、（委）

委任状、（欠）欠席、（Ｗ）ＷＥＢ出席） 
（理 事）山梨 敏幸、大﨑 精一郎、堤  節

夫、谷口 賢治、保坂 益男、宮本 茂、飯島 

裕幸、（代）丸山 英彦、玉石 修介、宮内 光

則、小原 朗、石黒 靖規、(委）田岡 正明、

（代）土屋 眞琴、梅原 義隆、(委）城 芳

幸、尾木 正明、（委）内田 勝士 

 

  次の理事は、Ｗｅｂ会議システム(インター

ネット回線を使用した音声と映像を伝達する

システム）により、次の場所で参加した。 

堤 節夫（水谷建設㈱本社）、谷口 賢治（岸

本建設㈱本社）、宮本 茂（㈱宮本組本社）、飯

島 裕幸（大東工業㈱本社）、宮内 光則（日

重建設㈱本社）、小原  朗（創和建設㈱本社）、

石黒 靖規（小平興業㈱本社）、梅原 義隆（㈱

 

 

 

（委員長）（Ｗ）谷口 賢治（総務委員会）、         

細川 潤一郎（合理化委員会）、玉石 修介 
（技術委員会）、大﨑 精一郎（労働安全委員

会） 
 （部会長）（Ｗ）坂野 功司（青年部会） 

      （Ｗ）水谷 幸子（女性部会） 

 

 

４ 講  話 
   理事会の開催に先立ち、職域の参議院議

員である足立敏之議員より講話をいただ

いた。 
  演 題：「ウイズコロナ時代の新たな国土

づくりに向けて」 
  講 師：参議院議員（職域代表） 

 足立 敏之 様 
   足立講師は、インフラ投資の必要性につ

いて、アメリカ、フランス、ドイツ、韓国

などの高速道路の車線数の比較、国際空港

の比較、インフラ投資の違いなどのデータ

を用いて、今後の我が国における社会資本

整備のより良い方向性について講演した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

５ 開会次第 

 １ 開会の辞 

   保坂常務理事が「令和２年度第４回理事

会」の開会を宣した。 

 

 ２ 会長挨拶 
   議事に先立って、山梨会長は出席者に、

出席に対する謝辞を告げたあと、次の旨の

挨拶があった。 
 

静岡西部建設本社）、尾木 正明（㈱尾木建設

本社） 

 （監 事）天野 勝敏、一井 保 
 （評議員）山本 和与利、（Ｗ）田中 雅博、

（Ｗ）上武 敏一 
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 今年度はなんといってもコロナの話題に尽

きる。この首都圏においては３月２１日まで緊

急事態宣言が延長されている。新規感染者は下

げ止まりが顕著となっており、この先どうなる

かわからない状況にある。本当に、皆我慢の限

界に達していると感じている。ただし、コロナ

については自己責任で、「今耐えなければいつ

耐えるのだ」という気持ちを持って、気を付け

ていただきたいと思う。 

 本日は、ご案内のとおり資料が多い。事前の

打ち合わせでもだいぶ時間がかかっているの

で、簡潔に説明させていただき、委員会ごとに

委員長から補足説明をいただき、有効に進めて

いきたいと思う。是非、ご審議の程、よろしく

お願い申し上げる」と挨拶した。 

 

 ３ 理事会成立宣言 
 
（議長就任） 
 定款第３２条１項に基づき、山梨会長が議長

席に就き議事に入る旨を宣した。 
 
（理事会成立宣言） 
 続いて議長から、事務局に本理事会の理事の

出席状況の報告が求められた。 
 保坂常務理事から「理事総数１８名中、本日

の本人出席理事数は１３名、代理出席２名、委

任状３名であり、定款第３３条１項の規定を満

たしているため、本理事会は成立する」旨の報

告があり、これを受けて議長が「本理事会の成

立」を宣した。 
 
 ４ 議事録署名人 
 
 議長は、議事録署名人は定款により監事と定

められているため、天野勝敏監事、一井保監事

にお願いしたい、と発言した。 
 
 なお、Ｗｅｂ会議システムについて、各会場間

で音声及び映像が双方向で伝わる環境となって

いることを、理事会開始前に事務局が確認を行っ

た。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
6 議  事 
 
 議事の経過の要領及び議案別の議決の結果

（可決、否決の別及び賛否の議決権数並びに賛

成した理事の氏名及び反対した理事の氏名）は、

以下のとおりである。 
 

 １ 報告事項 
 

 議長から報告事項について説明を求められ

たため、保坂常務理事から以下の通り、配付資

料に基づいて逐次説明が行われた。 
 

 ⑴ 総務委員会事業について 

①令和２年度第３回理事会以降の事業経過報

告について         〔資料‐１〕 
 資料－１「令和２年度第３回理事会以降事業

経過報告」に基づき説明 
 令和２年１２月１０日に開催された国土交

通省北陸地方整備局と「災害時における災害応

急対策業務に関する協定」締結式から、令和３

年３月１２日九州地区合理化委員会までの事

業の経過を報告した（なお、詳細は協会会報『機

械土工』の「協会の動き」に掲載）。 
 また、(一社)建設産業専門団体連合会関係、

及び富士教育訓練センター関係の行事等の開

催概要について報告した。 

 

②５０周年記念式典の開催の有無等について            

〔資料‐２〕 

 資料‐２「創立５０周年記念式典の開催の有

無について（案）」に基づき説明 

 創立５０周年記念式典については、新型コロ

ナウイルス感染症の感染状況を勘案し、開催時

期を判断する。なお、決定に当たっては会長に

一任いただき、理事会に報告する。 

 具体的には、令和３年１２月開催「令和３年

度第３回理事会及び勲章受章者等祝賀会」の終

了後、または、令和４年５月開催「通常総会」

の終了後の日程で、検討を進める。 
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③令和２年度決算見込みについて〔資料‐３〕 

 資料‐３「正味財産増減計算書（令和２年４

月１日から令和３年２月２８日まで）」に基づ

き説明 

 令和３年２月２８日現在の経常収益計は、

157,147,519円となっている。経常費用につい

ては、140,139,389円であり、当期経常増減額

は17,008,130円となっている。ただし、３月は

例年支払いが多いが赤字決算にはならないと

思われる。 

 

 議長は、谷口総務委員会委員長に補足意見等

を求めた。 

 谷口総務委員会委員長は、５０周年式典につ

いて、日程は山梨会長に一任となっているが、

中身については未だ何も決まっていないため、

委員会において決定し理事会に上程したい、と

発言した。 

 

 ⑵ 合理化委員会事業について 

①地区合理化委員会の開催結果について        

〔資料‐４〕 

 資料‐４「地区合理化委員会の開催につい

て」に基づき説明 
 令和３年１月２９日（金）に開催した中部地

区合理化委員会の開催結果等について報告し

た。なお、令和３年３月１２日（金）に開催を

予定していた九州地区合理化委員会について

は、新型コロナウイルス感染症の影響により、

３月２５日（木）に延期となった。 
 
②国土交通省北陸地方整備局との災害協定締

結について        〔資料‐５〕 

 資料‐５「災害時における災害応急業務に関

する協定書締結式について」、「式次第」、「北

陸地方整備局との災害協定締結式の開催につ

いて」に基づき説明 

 令和２年１２月１０日（木）に北陸地方整備

局において、岡村北陸地方整備局長、当協会山

 

 

 

 

 

 

 

本協定は、広域かつ大規模災害及び予測でき

ない災害もしくは事故等が発生した際に、北陸

地方整備局との協定等により既に応急対策を

実施している業者において、機械土工に関する

資機材・運転手が不足したときには、当協会が

支援し被害の拡大防止と災害施設等の早期復

旧に資することを目的としている。 

 

議長は、細川合理化委員会委員長に補足意見

を求めた。 

 細川合理化委員会委員長は、地区合理化委員

会については、山本評議員に運営をお願いして

いる。地域においても、機械土工工事業構造改

善推進事業の課題である、「契約の適正化」、

「適正単価の確保」、「正常な取引関係の構築」

などが必要なため、今後も活動していく必要が

ある、と発言した。 

 

⑶ 技術委員会事業について 

①技術委員会の開催について  〔資料‐６〕  

資料‐６「技術委員会の開催結果等につい

て」に基づき説明 

 令和２年度第３回技術委員会は、令和２年１

２月１８日（金）に協会６階会議室において、 

対面方式とＷＥＢ方式との併用で開催され、⑴

建設施工におけるパワーアシストスーツの導

入に関するＷＧの開催結果について、⑵令和２

年度建設機械施工技術検定試験実地受験準備

講習会の開催結果について、⑶令和２年度技術

研修会の開催結果について、⑷２０２２年技術

特別研修会開催（BAUMA視察）について、⑸建

設技能者に対するスキル向上のための特別講

習の実施について、⑹令和２年度１２月期登録

機械土工基幹技能者講習の開催について、⑺国

土交通省及び自由民主党への令和３年度税

制・一般政策の要望について、⑻令和３年度技

術研修会の開催について、⑼令和３年度技術委

員会事業計画について審議された。 

 

②ＩＣＴ土工研修の開催について〔資料‐７〕 

資料‐７「ＩＣＴ土工研修パンフレット」に

基づき説明 

 

 

 

 

 

梨会長、(一社)日本建設機械レンタル協会北陸

支部長、(一社)日本造園建設業協会北陸支部長

等が出席し、『災害時における災害応急業務に

関する協定書締結式』が開催された。 

4



 
冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 
「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 
ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 

 

 

 

 

 

 富士教育訓練センターにおいて開催される

ＩＣＴ土工におけるＵＡＶ（ドローン）活用、

起工測量、３次元データ作成実習、３次元出来

形管理実習、ＩＣＴ対応建機による施工実習を

通じた技術者の育成コースである「ＩＣＴ土工

研修」を、令和３年９月２７日（月）から１０

月２日（土）までの予定で開催する。また、開

催にあたっては富士教育訓練センターと協会

との共同で開催することとなっている。 

 

 議長は、玉石技術委員会委員長に補足意見を

求めた。 

 玉石技術委員長は、国土交通省において建設

現場へのパワーアシストスーツの導入の実現

性について検討されており、建専連から推薦を

受けてワーキンググループに出席している。技

術委員会において本内容を報告している。この 

先、我々機械土工工事業の付帯工事である人力

土工等を補強することをテーマとしている。 

 また、２０２２年には、技術特別研修会とし

て、ドイツミュンヘンにおいて開催される「Ｂ

ＡＵＭＡ２０２２」に視察見学することとなっ

ているため、開催に向け検討してまいりたい、

と発言した。 

 

⑷ 労働安全委員会事業について 

①労働安全委員会の開催（書面方式）について            

〔資料‐８〕 

 資料‐８「労働安全委員会の開催結果につい

て」、「令和２年度第８回労働安全委員会等次

第」、「令和２年度第９回労働安全委員会等次

第」、「令和２年度第１０回労働安全委員会等

次第」に基づき説明 

 令和２年度第８回労働安全委員会は、令和２

年１２月２４日（木）に開催され、「建設業特

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年度第９回労働安全委員会は、令和３

年１月２９日（金）に開催され、「建設業特定

技能外国人材の受入れに伴う特定会員の入会」

について審議された。報告事項として、「機械

土工工事業の施工能力の見える化の評価」に関

し、機械土工工事業の施工能力の見える化評価

実施規程(案)、機械土工工事業の施工能力の見

える化評価基準(案)の作成について報告した。 

 令和２年度第１０回労働安全委員会は、令和

３年２月２５日（木）に開催され、「建設業特

 

②登録機械土工基幹技能者講習の実施状況等

について           〔資料‐９〕 

 資料‐９「登録機械土工基幹技能者講習実施

状況について」に基づき説明 

 令和２年度１２月期の登録機械土工基幹技

能者講習を、令和２年１２月１１日（金）から

１３日（日）にかけて、全国１０都市１０会場

（札幌、盛岡、東京、宇都宮、静岡、名古屋、

大阪、松江、福岡、那覇）において開催した。

４７５名が受講し、４０９名の登録機械土工基

幹技能者が誕生した。今年度は、６月期と合わ

せ１，２２８名が受講し、９９１名の登録基幹

 次年度の登録機械土工基幹技能者講習につ

いては、令和３年度６月期に全国１０都市１０

会場において２５日（金）から２７（日）の予

定で開催する。また、１２月期も、全国１０都

（日）の予定で開催する。 

 

 

 

 

定技能外国人材の受入れに伴う特定会員の入会」

について審議された。報告事項として、「富士

教育訓練センターでの令和３年度雇用型訓練

（ジョブ・カード制度活用）」の申し込み状況

について、「海外建設技術・技能実習生の受入

れ状況」について報告した。 

定技能外国人材の受入れに伴う特定会員の入会」

について、審議された。報告事項として、「海

外建設技術・技能実習生の受入れ状況」ついて、

「令和３年度富士教育訓練センターでの新入

社員研修実施予定状況」について、「建設労働

者育成支援事業」について、「建設キャリアア

ップシステム運営協議会第１２回運営委員会」

について、女性部会「チームはにやま姫」が参

加した「建設産業女性定着支援ネットワーク」

全国大会の概要について報告された。 

技能者を育成することとなった。この結果、資

格保有者の累計は９，７３１名となった。 

市１０会場において１０日（金）から１２日
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なお、６月の登録機械土工基幹技能者講習申

込みの受付は、協会ホームページ上で令和２年

４月より開始する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         登録基幹技能者講習の様子 

 

③登録土工基幹技能者講習の実施状況等につ

いて           

 資料‐１０「登録土工基幹技能者講習実施状

況について」に基づき説明 

東京、静岡、名古屋、大阪、福岡）において開

催した。２５６名より受講の申し込みがあった。 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

〔資料‐１０〕 

 令和２年度３月期の登録土工基幹技能者講習

を、令和３年３月６日（土）、７日（日）の二

日間に渡り、全国７都市８会場（札幌、仙台、

 

 次年度の登録土工基幹技能者講習について

は、令和３年度９月期に全国７都市７会場にお

いて２５日（土）、２６（日）の予定で開催す

る。また、３月期も、全国７都市７会場におい

て令和４年３月５日（土）、６日（日）の予定

で開催する。 

 なお、９月の登録機械土工基幹技能者講習申

込の受付については、協会ホームページ上で令

和３年７月より開始する予定である。 

④建設キャリアアップシステムについて 
              〔資料‐１１〕 
 資料‐１１「建設キャリアアップシステム運

営協議会第１２回運営委員会資料」に基づき説

明 
 令和２年１２月現在の「建設キャリアアップ

システム」（以下、「ＣＣＵＳ」という。）に関

する各種統計情報は、事業者登録数については

累計６７，２２５社となっており、一人親方の

事業者登録数については累計１８，４３０件と 
 

なっている。技能者の登録数については、４４

３，３６８名となっており、就業履歴数につい

ては５，８３０，６４１件が登録されている。 
新規登録現場数については、１２月単月では１，

４１７箇所と前月からほぼ横ばいとなってい

るが、累計では右肩上がりに増加しており２９，

０６５箇所となっている。能力評価に係るレベ

ル判定実施件数については、８，８９４件とな

っており、１２月単月では前月より倍増となっ

たが、累計ではほぼ横ばいの状態となっている。

ＣＣＵＳの登録状況を職種別にみると、「建設

機械等操作」業務の就業者７５，１６０名（国 
勢調査）のうち、３２．５％にあたる２４，４

５７名がＣＣＵＳに登録している状況にある。 
 令和２年度は、技能者登録２８万人、事業者

登録３万社、就業履歴登録数７２０万件の目標

を掲げており、概ね達成される見込みとなって

いる。 
 
 令和３年度は、技能者登録３０万人、事業者

登録３万社、就業履歴登録数２０００万件を目

標としている。この目標の達成のために、「シ

ステムの安定的な運用とコスト縮減」、「技能

者・事業者の登録と就業履歴の蓄積など現場利

用の推進」「システムの更新に関する検討」な

どが、令和３年度の事業計画として計画されて

いる。 
 また、建設技能者の処遇改善のためには、能

力評価によるレベル判定の申請を促進するこ

とが必須となるため、ＣＣＵＳとレベル判定シ

ステムの見直しを検討することとしている。 
 
⑤「建設キャリアアップシステム」の開発経費

への出捐について       〔資料‐１２〕 
 資料‐１２「「建設キャリアアップシステム」

の開発経費の出捐について」、「「建設キャリア

アップシステム」の構築等への支援について」、

「「建設キャリアアップシステム」の開発経費

の出捐について」に基づき説明 
 ＣＣＵＳのシステム開発に関し、初期投資に

要する費用については、当初の関係団体からの

負担金で賄うこととされており、追加的に発生

する費用については運営費により賄うことと 
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されている。しかし、ＣＣＵＳの追加開発の費

用が大規模なものとなったこと、技能者登録者

数の目標を当初計画の１００万人から３０万

人に下げたため、経費を賄えない料金設定にな

ったことから運営費に大幅な不足が生じてい

る。 
 このため、国土交通省不動産・建設経済局長、

(一財)建設業振興基金理事長から(一社)建設産

業専門団体連合会に対し出捐依頼があった。(一
社)日本建設業連合会（日建連）、(一社)全国建

設業協会（全建）など関係団体にも同様の依頼

があった。建専連は１，６００万円の出捐金を 
求められているため、会員３３団体に５０万円

ずつの出捐を依頼している。 
 
 協会は、建設技能労働者の処遇改善を進める

上で重要となるＣＣＵＳをさらに推進してい

くために出捐することとしたい。 
 
⑥専門工事企業の施工能力等の見える化評価

基準及び実施規定について  〔資料‐１３〕 
 資料‐１３「機械土工工事業見える化評価基

準」、「専門工事企業の施工能力等の見える化基

準検討状況に関する情報交換会資料」、「機械土

工工事業認定見える化制度第三者委員会名簿」

に基づき説明 
 ＣＣＵＳに蓄積される就業履歴、保有資格の

情報により、建設技能労働者を４段階のレベル

に分ける建設技能者の能力評価制度が、昨年度

末より本格的に運用されている。ＣＣＵＳと建

設技能者の能力評価制度の情報を活用するこ

とで、どのレベルの職人を何人雇用しているの

か等の企業の施工能力に関係する情報等が「明

確化」される。これにより、人を大切にし、受 
注に見合った適切な施工能力等を持った専門

工事企業が適正に評価され、選ばれる環境が整

備されることとなる。 
 協会は、将来の建設業の担い手の確保・育成

や建設工事に係る施工水準の維持向上と、さら

には専門工事企業の施工能力等の見える化評

価制度により元請企業が発注する工事の規模

に見合う施工能力を持つ専門工事企業が受注

できる仕組みづくりにつながる制度を構築す 

ることを目的として、「機械土工工事業見える

化評価実施規定」、「機械土工工事業見える化評

価基準」を定めた。 
 同基準の評価項目は、基礎情報の項目として

『建設業許可の有無』、『建設業の許可年数』、

『資本金』、『完成工事高』、『団体加入』の５項

目となっている。施工能力に関する項目として、

『建設キャリアアップカードの保有者数』、『所

属技能者に占めるレベル３以上の者の割合』、

『所属技能者に占める２９歳以下の者の割合』、

『所属技能者の平均勤続年数』、『機械保有台

数』の５項目となっている。コンプライアンス

に関する項目としては、『処分歴』、『社会保険

加入状況』、『安全大会への参加』の３項目とな

っている。 
 同制度では、同基準に従い申請企業を『第三

者委員会』が評価することとされていることか

ら、『機械土工工事業認定見える化制度第三者

委員会』を設置した。 
 
同委員会は、(職)全国建設産業教育訓練協会 

菅井専務理事、天野税理士、アジア経済研究協 
同組合 江刺家理事、元コマツ営業本部直轄事

業部商品企画室長 勝沼氏、社会保険労務士・

日本機械土工企業年金基金 一井事務長、(一
社)日本機械土工協会副会長・労働安全委員会 

大﨑委員長、(一社)日本機械土工協会 保坂常

務理事・事務局長の７名により構成されている。 
 なお、３月中旬に国土交通大臣に対し認定申

請を提出し、３月下旬に認定がおり、令和４月

１日より運用が開始される予定となっている。 
（追記・３月２６日（水）国土交通大臣より認

定） 
 
⑦(職)富士教育訓練センターでの令和３年度雇

用型訓練（ジョブ・カード制度活用）の申込

状況について       〔資料‐１４〕 
 資料‐１４「令和３年度(職)富士教育訓練セ

ンターでの新入社員研修実施予定状況」に基づ

き説明 
令和３年度に、(職)富士教育訓練センターを

活用し、新入社員研修をしたいとして申し込み

のあった企業数は延べ１４社であり、受講者数 
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⑨建設労働者育成支援事業について 

 資料‐１６「建設労働者育成支援事業につい

て」、「第１回建設機械オペレーターコース受講

者名簿」に基づき説明 
 建設労働者育成支援事業は、平成２７年から

 
 なお、令和２年度の「建設機械オペレーター

コース」は、年間２回１５名ずつ募集し、訓練

を実施することとし、訓練参加者の９０％以上

を訓練修了させ、訓練修了者の７０％を就職さ

せることを事業目標として実施した。この結果、

１回目は１６名が受講し、このうち１５名が訓

練を修了した。訓練修了者のうち、就職者数は

７名であり、就職率は４６．７％となっている。 
また、２回目は１５名が受講し、全ての訓練

生が訓練を修了した。就職者数、就職率につい

ては、現在就職活動を行っている状況である。 
 

⑩特定技能外国人の登録支援の実施状況につ

いて           〔資料‐１７〕 

 資料‐１７「特定技能外国人の受入れ状況

（業界概要）」、「特定技能外国人の受入れ状

況協会概要（協会概要）」に基づき説明 

 『人手不足対策の解消』を目的とした特定技

能外国人の令和２年１２月末時点での受入れ

状況は、全産業合計で１５，６６３名となって

おり、このうち建設業は１，３１９名を受け入

れている。 

 

 

 

 

は１２３名となっている。 
 厚生労働省の助成事業であるジョブ・カード

により評価できる、Ｏｆｆ‐ＪＴとＯＪＴを組

み合わせた実践型訓練である「実践型施工管理

コース」には４社３０名、「土木関連実践型施

工コース」には３社８名、「土木関連実践型コ

ース（２）」には４社２９名の申し込みがあっ

た。この他、独自に訓練コースを立ち上げる企

業、(職)富士教育訓練センター既存の訓練コー

スに申し込んでいる企業は４社であり、受講者

数は６０名となっている。 
 
⑧機械土工工事業高齢者雇用推進事業の実施

について          〔資料‐１５〕 
 資料‐１５「産業別高齢者雇用推進事業実施

承認通知書」、「産業別高齢者雇用推進事業実施

申込書」、「産業別高齢者雇用推進事業（PPT）」
に基づき説明 
 厚生労働省は、「高齢者雇用安定法」の改正

により、平成１８年４月から平成２５年４月ま

でに定年制を６５歳まで引き上げた。協会では、

この方針に沿い、平成２６年に(独)高齢・障害・ 
求職者雇用支援機構から「産業別高齢者雇用推

進事業」を受託し、「機械土工工事業高年齢従

業員活用のためのガイドブック」を作成した。 
 令和３年度より、改正高齢者雇用安定法が施

行され、「７０歳までの定年引上げ」、「７０歳

までの継続雇用制度の導入」、「定年制の廃止」

など、６５歳から７０歳までの就業機会を確保

するための高年齢者就業確保措置を講ずるこ

とが努力義務として設けられる。 
 このため、(独)高齢・障害・求職者雇用推進

機構より、『産業別高齢者雇用推進事業』を受

託し、高齢者の雇用推進について検討していく。

機械土工工事業における高齢者雇用の留意点

や好事例などの検討結果やアンケート調査結

果を機械土工工事業における「高齢者雇用推進

ガイドライン」としてとりまとめ、高齢者雇用

の更なる促進を図る。 
 なお、受託期間は２年間となっており、受託

金額は年間 1000 万円となっている。 
 

〔資料‐１６〕

令和元年まで５年間実施されてきた建設労働者

緊急育成支援事業の後継となる事業で、就業希

望者を募集し、各業種に必要な訓練を厚生労働

省の資金で実施した上で、職業斡旋までをパッ

ケージで行う事業である。協会は、同事業を厚

生労働省から受託し実施する(一財)建設業振興

基金の地方拠点として、令和２年度から令和４

年度までの３年間「建設機械オペレーターコー

ス」を実施する予定で、すでに令和 2 年度は実

施した。
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 建設業のうち受入れ職種として最も多い職

種は『建設機械施工』の３３０名であり、次に

『鉄筋施工』の２３０名となっている。 

 協会会員企業の特定技能外国人の受入れ状

況については、令和３年１月末現在で４１社が

１４０名を受入れている状況である。 

 また、協会の登録支援機関としての支援状況

は、令和３年２月末時点で４社と支援業務委託

契約を結び、３３名の特定技能外国人を支援し

ている。なお、今後２社と支援業務委託契約を

結び、１４名の特定技能外国人を支援するため

の準備を現在進めているところである。 

 

⑪特定会員の加入報告について〔資料‐１８〕 

  資料‐１８「特定会員名簿」に基づき説明 

 特定技能外国人を受入れるためには、(一社)

建設技能人材機構またはその構成団体に加入

する必要があり、協会では当該企業を加入する

ための『特定会員』制度を設けている。 

 特定会員の加入については、『(一社)日本機

械土工協会 入会及び退会規程』の入会手続き

により、「建設業の許可を有する法人であって、

本会の目的に賛同し、定款第４条（６）の事業

に参加することを目的に入会を希望する者は、

総務委員会による申請の形式上の要件に関す

る審査を受けた後、定款第４条（６）の事業の

担当委員会である労働安全委員会において記

載内容の審査を受け、承認を得なければならな

い。なお、その後最初に開かれる理事会に報告

されなければならない。」と規定している。 

 前述の総務委員会による審査後入会の申請

を受理し、労働安全委員会による記載内容の審

査を受け入会が承認されて特定会員となった

企業について、以下のとおり報告した。 

 

 令和２年１２月２４日に開催された労働安

全委員会において入会を承認された企業は、㈱

三友興業、金子建設㈱、建昇㈱、都栄工業㈱、

根本建設㈱、三裕建設工業㈱の６社であった。 

 令和３年１月２８日に入会の承認を受けた

のは、㈱吉建、㈱和香ＬＴ、吉谷工業㈱、鈴木

造園㈱、㈱小椋、㈱Ｓ,Ｋ、㈲中嶋建設、㈲一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正土木、㈱いずみ造園土木、㈱アスア、㈱山本

地盤、㈱銅坂、㈱備後開発、㈱フジカワ、㈱三

興、㈱羽布津建設の１６社であった。 

 また、２月２５日に入会の承認を得た企業は、

㈱街路、㈲シムラ、ヨコケン㈱、エーコー建設

㈱、心和建設㈱、ウィルグリーン㈱、㈲大幸舗

道、㈱ＳＵＭＩＹＡ、海老沢建設㈲、㈱五晃建

設、㈱関西舗装、㈱朋友、㈲ロードファスニン

グ、㈱西都、㈱海老澤建設、守建設㈱、㈲勝建

設、㈱石井土木、㈱マサヒロ建設の１９社であ

った。 

 

 これにより、特定会員数は、令和３年２月末

現在で合計１６１社となった。 

     

⑫特定技能外国人（機械土工・土工）に係る(一

社)建設技能人材機構に代わる受入負担金の収

納代行の状況について    〔資料‐１９〕 

 資料‐１９「特定会員会費・ＪＡＣ受入負担

金収入の推移」に基づき説明 

 (一社)建設技能人材機構（ＪＡＣ）は、「特

定技能外国人の適切かつ円滑な受入れの実現

に向けた建設業界共通行動規範」の２６項にお

いて、受入企業からの受入負担金及び会員から

の会費を徴収し、共同事業の実施等の事業運営

を行うことを規定している。ＪＡＣの正会員は、

この受入負担金を収納代行業務することとさ

れているため、協会は会員企業から受入負担金

を徴収してＪＡＣに支払っている。 

 協会会員企業は、令和３年１月末現在で１４

２名の特定技能外国人を受入れていることか

ら、協会は１月度として合計１，７５５，００

０円の受入れ負担金を徴収している。なお、回

収率は１００％となっている。 

 また、特定技能外国人を受入れるためには、

ＪＡＣの賛助会員又はＪＡＣの正会員である

建設業者団体に所属していることが要件とし

て定められている。このため、当協会の特定会

員への入会企業が増加しており、令和３年２月

末現在で１６１社となった。この結果、当協会

への特定会員会費収入については、月額合計

805,000円となっている。 
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⑬海外建設技能研修・実習生の受入れと管理団

体の変更について      〔資料‐２０〕 

  資料‐２０「海外建設技術・技能研修生受

入れ実習実施に関する事業」、に基づき説明 
 令和３年３月１５日現在、延べ１３社におい

て１１８名の技能実習生が在留し、雇用契約に

基づき実習を受けている。 
 内訳としては、ベトナム国の送出し機関『Ｌ

ＩＣＯＧＩ社』から、延べ５社の受入企業が建

設技能実習生５６名を受入れている。フィリピ

ン国の送出し機関『ＨＲＤ』からは、延べ８社

の受入企業が６２名を受入れている。 
 また、外国人建設就労者については、ベトナ

ム国の送出し機関『ＬＩＣＯＧＩ社』から延べ

２社の企業が２５名を受入れており、フィリピ

ン国の送り出し機関『ＨＲＤ』からは、１社の

企業が５名を受入れている状況である。 
 なお、今後の技能実習生の受入れ予定につい

ては、新型コロナウイルス感染症の状況を勘案

しながら進めてまいりたい。 
 
⑭建設技能研修・実習生の受入れに関する新組

合の設立について      〔資料‐２１〕 
 資料‐２１「建設施工協同組合設立趣意書」、

「設立同意者名簿」、「建設施工協同組合設立

の経緯」に基づいて説明 
 少子高齢化が進行し、担い手の確保が喫緊の

課題となっている建設産業の中で、建設機械を

用いて施工し構造物を築造する機械土工工事

業においても例外ではない状況となっている。 
 このため、建設機械オペレータや土工技能者

 なお、設立同意者は、大崎建設㈱ 大﨑代表

取締役社長、山崎建設㈱ 山梨代表取締役社長、

水谷建設㈱ 水谷代表取締役社長、日起建設㈱ 

本多代表取締役社長、朝日建設㈱ 吉田代表取

締役社長、㈱エンジン 遠藤代表取締役社長、 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

㈱マイタック 田中代表取締役社長、日本ロッ

クエンジニアリング㈱ 山本取締役副社長、㈱

静岡西部建設 梅原代表取締役社長、長良通商

㈱ 坂野代表取締役社長の１０名となってい

る。 
 また、平成２年６月１日から研修生受け入れ

事業事務の開始、平成２６年３月１４日開催の

理事会において広域関東圏建設関連協同組合

東京事務所の設置を議決し東京事務所として

運営していたが、平成３１年３月２９日に新組

合設立の企画が立案されたこと、また、令和３

年２月２５日に新組合設立に関する説明会を

開催したことなど、これまでの経緯を説明する

とともに、令和３年３月１９日開催予定の組合

創立総会など今後の予定についても説明した。 
（追記・３月１９日（金）総会開催、３月３１

日（水）東京都への認可申請済） 
 
 議長は、大﨑労働安全委員会委員長に補足意

見を求めた。 
 
 大﨑労働安全委員会委員長は、ＣＣＵＳは現

状５６億円の赤字となっており、(一財)建設業

振興基金が立て替えている状況にある。ＣＣＵ

Ｓの協議会には日建連、建専連などが中心とし

て動いているが、全建、全中建などは未だ積極

的な動きを見せていない。このような状況下で、

５６億円もの赤字をどう埋めるのかが検討さ

れている。 
 当初は、ＣＣＵＳの運用開始後５年間で３０

０万人の技能者が登録することを前提として、

料金設定が行われた。現状では５０万人にも満

たない状況のため、当初の計画より大幅に収入

が落ちてしまっている。このため、技能者登録

数の推計を見直し、令和７年で１５０万人が技

能者登録を実施すると推計して料金改定が行

われた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

の不足を補完するための人材としての外国人の

受入れができる組織の設立を計画してきた。早

くから外国人研修生、技能実習生を受入れてい

る会員企業をはじめ、海外工事の施工に関わっ

てきた企業が設立発起人となり、企画していた

だいた。事業協同組合の運営に当たっては、協

会会員の利便性を最優先していくこととする。
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令和３年度の目標は、技能者登録が３０万人

（累計８０万人）、事業者登録は３万社（累計

１０万社）、カードリーダータッチ数は２，０

００万タッチと設定された。カードリーダーの

タッチ数については、最終的には１億２,０００

万タッチまで増えなければ運営費が賄えなく

なってしまう。今後、元請からカードリーダー

タッチ数を増やすよう要請があると思われる。

キャリアアップカードを取得してもカードリ

ーダーにタッチしない人が７割くらいいる。日

建連会員企業の現場では、カードリーダータッ

チが増えるよう現場を整備することとしてい

る。 
 目標値の達成のためには、ＣＣＵＳの利用が

促進されなければならない。このため、令和３

年度の事業計画が策定され、「２次以下の下請

業者の登録促進」、「地方圏での事業者・技能

者の登録促進」、「就業履歴登録を行う現場の

拡大、就業履歴を蓄積する技能者の拡大」、「小

規模の現場における活用の促進」をしていくこ

ととされた。これを実現するために、元請企業

と連携した、きめ細やかな関連下請企業・技能

者の登録・現場利用促進が重要であるが、これ

までは何を始めるにしても、下請業者へのしわ

寄せがあり悩まされた。どちらかと言えば、連

携とは名ばかりなことばかりだったので、今回

もそうならないか注視していきたい。また、カ

ードリーダータッチを増やすためには、カード

タッチによらない方法の検討を進め、スマホな

どの活用促進を提言したいと考えている。 
 現状のＣＣＵＳのメリットは、建退共制度の

利用にあると思う。令和５年から利用が開始さ

れる見通しであるため、活用をお願いしたい、

と発言した。 
 
⑸ 女性部会について 
①女性部会の活動状況について［資料―２２］ 
 (一財)建設業振興基金が事務局を務めている

「建設産業女性定着支援ネットワーク」の全国

大会が、令和３年２月１７日（水）にＷＥＢ方

式により開催された。同全国大会には、協会の

女性部会「チームはにやま姫」を代表して、水

谷部会長がＷＥＢ会議に参加した。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 同全国大会では、国土交通省不動産・建設経

済局 青木局長の挨拶の後、熊本県建設産業団

体連合会「熊本建麗会」、「あおもり女性建設

技術者ネットワーク会議」、「とっとり建設☆

女星ネットワーク」、「しまね建設産業イメー

ジアップ女子会」、(公社)日本コンクリート工

学会「コンクリート分野における女性活躍推進

普及委員会」、(一社)茨城県建設業協会「建女

ひばり会」、「けんせつ姫」に加え、日機協女

性部会「チームはにやま姫」の団体紹介が行わ

れた。 
 この後、国土交通省関東地方整備局 大井建

政部長、建設産業女性ネットワーク 須田幹事

長、同 酒井副幹事長、同籠田副幹事長、東洋

緑化㈱ 石出代表取締役社長、大成建設㈱ 塩

入人事部部長が参加し、パネルディスカッショ

ンが開催された。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 建設産業女性ネットワーク 須田幹事長が閉

会の挨拶を告げて、同全国大会は散会となった。 

 議長は、水谷日機協女性部会「チームはにや

ま姫」部会長に補足意見を求めた。 
 水谷部会長は、「建設産業女性定着支援ネッ

トワーク」の全国大会へは、２度目の参加であ

るが、この度はリモートによる参加ということ

で前とは違った参加となった。他の女性部会は

県単位での部会が多くありコロナ禍にあっても

活動ができているが、協会の女性部会は全国に

部会員がおり、コロナ禍の中ではなかなか部会

を招集できない状況である。いい案があればご

提案いただきたい、と発言した。 
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     ⑹ その他          〔資料‐２３〕                         
       資料‐２３(一財)建設技能人材機構の「令和３

年度試験実施経費の負担について」に基づき説

明 
 ＪＡＣより、令和３年度試験実施経費の負担

に関する通知に関し、国内試験においては、１

５０万円まではＪＡＣが負担し、超えた経費に

ついては３／４をＪＡＣが負担することとな

った。海外試験（訓練、試験）については、４

００万円まではＪＡＣが負担し、超えた経費に

ついては３／４をＪＡＣが負担することとな

った。また、海外試験（試験のみ）については、

１５０万円までＪＡＣが負担し、超えた経費の

３／４をＪＡＣが負担することとなった。 
 しかし、経費の１／４の負担については予算

の上限が明記されておらず、当協会として予め

予算化できないため、具体的な金額が設定され

たときには、その都度理事会に諮り議決してい

だきたい。このため、次年度予算には盛り込ま

ないこととする。 
 
 議長は、報告事項案件について質疑を促した

後、同事項について議場に諮ったところ、出席

者全員異議なく、報告事項は了承された。 
 
 ２．審議事項 
 
 議長より上程した議案について説明を求め

られたため、保坂常務理事は以下のとおり、配

付資料に基づき説明した。 
 
⑴ 第１０回通常総会の開催方法及び上程議

案について           〔資料‐２４〕 
①通常総会の開催方法について 
 資料‐２４「令和３年度第１回理事会及び第

１０回通常総会の開催方法について（案）」に

基づき説明 
 新型コロナウイルス感染症の感染者が、東京

では現在においても３００人～４００人発生

している。近県でも１００名を超える感染者が

発生している。５月までの間に、全ての国民が

ワクチンを摂取できるとは到底考えられない。 
 このような状況下では、通常通りに第１０回

通常総会を開催することはできないと思われ

る。 
 

 

 
 
 
 
 

東京都の会員、特に役員のみに対面式で出席

いただき、遠方の会員はＷＥＢ方式で参加いた

だく形で開催したい。 
議長は、第１０回通常総会の開催方法につい

て各理事に質疑を促した後、同上案件を議場に

諮ったところ、出席理事は全員異議なく、全会

一致で可決承認した。 
 
②令和３年度事業計画（案）について（通常総

会報告事項）        〔資料‐２５〕 
 資料‐２５「令和３年度事業計画(案)」に基

づいて説明 
 事業計画及び予算は理事会の決議事項であ

るため、本日の理事会において議決いただくが、

総会への報告を要することとなっている。 
 令和３年度は、①建設技能者の能力評価制度

における「機械土工職、土工職」の能力評価の

実施、②機械土工工事業の見える化制度による

機械土工工事業者の評価の実施及び土工工事

業の見える化制度の国土交通大臣への認定申

請、③ＪＡＣが実施する特定技能外国人の受入

に係る１号技能評価試験への協力、④特定技能

外国人受入に関する支援を実施する登録支援

機関としての体制整備及び技能実習生受入れ

の利便性向上、⑤登録土工基幹技能者講習の受

講機会の拡充及び登録機械土工基幹技能者資

格の活用促進等を重点項目として、次年度の事

業を展開していくこととする。 
 
 議長は、令和３年度事業計画（案）（通常総

会報告事項）について各理事に質疑を促した後、

同上案件を議場に諮ったところ、出席理事は全

員異議なく、全会一致で可決承認した。 
 
 ③令和３年度予算（案）について（通常総会

報告事項）         〔資料‐２６〕 
 資料‐２６「収支予算書（案）」に基づき説

明 
 令和３年度予算については、受取入会金を 2,
100,000 円、受取会費については 32,524,000
円、教育事業、登録基幹技能者講習事業、国際

交流事業、福利厚生事業等を合計し、事業収益

として 157,200,000 円、受取補助金を 3,000,0
00 円と計画して、経常収益計 195,824,000 円

を計上する。 
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また、経常費用の事業費を 176,171,000 円、管

理費 17,522,000 円を計上、経常費用計を 193,
693,000 円と見込み、当期経常増減額 2,131,00
0 円を計上した。 
 
 議長は、令和３年度予算（案）（通常総会報

告事項）について各理事に質疑を促した後、同

上案件を議場に諮ったところ、出席理事は全員

異議なく、全会一致で可決承認した。 
 
 ④補欠役員選任の件（通常総会審議事項）に

ついて             〔資料‐２７〕 
資料‐２７補欠役員選任の件」に基づき説 

 明 
 現在理事を務めていただいている矢西建設

㈱ 内田代表取締役社長が退任し、新たに矢西

建設代表取締役社長に山中専務取締役が就任

することとなった。当協会は、都道府県によっ

て会員の分布に大きな差があるため、各支部の

事情を勘案し、理事候補は各支部からの推薦と

している。九州支部より、辞任の申し出があっ

た内田理事に代わり、次期理事候補として山中

氏を推薦したいとの提案があった。 
 本日の理事会において了承されたら理事候

補として山中氏を理事会の推薦とし、令和３年

度の総会において会員に理事の選任について

諮り、了承されたら山中氏を理事として選任さ

せていただく。 
 なお、定款２５条第２項により、補欠選任さ

れた役員の任期は前任者の任期の満了とする

ときまでと規定されている。 
 
 議長は、補欠役員選任の件（通常総会審議事

項）について各理事に質疑を促した後、同上案

件を議場に諮ったところ、出席理事は全員異議

なく、全会一致で可決承認した。 
 
⑵ 機械土工工事業「イノベーション戦略」令

和２年度事業報告と令和３年度事業計画（案）

について          〔資料‐２９〕 
 資料‐２９「機械土工工事業イノベーション

戦略～第１０次機械土工工事業構造改善計画

～」に基づき説明 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 「新機種・新技術の開発及び人材の育成等に

関する事業の内容」、「事業の集約化、設備状

況、経営革新等に関する事業の内容」、「取引

関係の改善その他の構造改善に関する事業の

内容」、「従業員の福祉の向上、消費者（発注

者）の利益増進、環境の保全その他の構造改善

事業の実施に際し配慮すべき事項」の令和２年

度実績の報告及び令和３年度の計画を作成し

た。 
 内容が８２頁に及ぶため、事前に配布させて

いただきご覧いただいているが、なお、お気付

きの点があれば事務局に連絡いただきたい。い

ただいたご意見を基に修正し、第１回理事会、

総会に上程したい。 
 
 議長は、機械土工工事業「イノベーション戦

略」令和２年度事業報告と令和３年度事業計画

（案）について各理事に質疑を促した後、同上

案件を議場に諮ったところ、出席理事は全員異

議なく、全会一致で可決承認した。 
 
 議長は、理事会における報告事項、審議事項

は以上であり、理事会としての議事は以上とし

理事会を終了したい、と発言した。 
 
 保坂常務理事は、令和２年度第４回理事会の

閉会を宣した。 
 
            時に１５時３０分。 
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